
頸髄損傷高位（残存髄節）と運動の組合せで誤っているのはどれか．

［出題’99年］

（1）C3―呼吸麻痺となる．

（2）C4―肩甲骨の挙上が可能である．

（3）C5―肩関節の屈曲・伸展・外転が可能である．

（4）C6―肘関節の屈曲・伸展が可能である．

（5）C7―手関節の屈曲が可能である．

（1）C2，C3 は respiratory quadriplegia ともよばれ，呼吸筋麻痺のため，人工呼吸
器を必要とする．（2）C4 髄節残存では，僧帽筋が機能するため肩甲骨の挙上が可能である．
（3）C5 髄節残存では，三角筋の働きにより肩関節の屈曲・伸展・外転が可能である．（4）
肘屈筋群は C5 の，肘伸筋群は C7 の key muscle である．したがって，C6 髄節残存では，
ある程度肘伸展が可能な場合もあるが，可能であると断定はできない．よって，誤っている．
（5）C7 髄節残存では，橈側手根屈筋が機能し，手関節の屈曲が可能である（図，
表参照）．
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図　脊髄損傷の神経学的および機能的国際評価法（American Spinal Injury Association）Q610


